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○課題点 
 
・観客がスカウティングエリアに入っていることがあった。 
→張り紙の工夫、観客対応が声かけを行う。                                                                    
 
・表彰物、副賞の発注準備 

秋季大会の準備期間とリーグ戦が被ってしまっていた為、作業に遅れが生じた。 
→秋季大会開幕前から、発注できるように準備を進める。 
 
・大会ごとに表彰物を発注するのではなく、全大会を通して、表彰物を検討し発注

を行う。 
 
○改善できた点 
 
・フロア入口での ID確認の徹底することができた。 
→リーグ戦から同様の課題が上がっていた為、学生の割当を強化し運営を行なった。 
 
・賞状のデータを事前に作成したため、スムーズに印刷することができた。 
  

 

 

 

○課題点 

・タイムスケジュール、組み合わせについて 

入替戦と日程が重なり、ダブルヘッターの試合日程を組むこととなってしまった。 

初の試みとなった専門学校とのエキシビジョンマッチを設定するにあたり、日程や会場、専

門学校と対戦するチーム等の兼ね合いによりタイムスケジュールの決定が遅くなってしま

った。 

→2つの大会が同じ日程に重ならないように、競技部の課題として、年間の大会スケジュー

ルを調整する必要がある。 

 

・エキシビジョンマッチの TOチームが来ず、学連員で対応することとなった。 

→タイムスケジュールや試合運営の都合上、エキシビジョンマッチの TOを秋季大会に参加

しているチームに割り当てなければならなかった。しかし、エキシビジョンマッチというイ

レギュラーのことだったため、割り当てたチームに対して事前に TOの依頼や確認の連絡を

するなど、配慮の対応が必要であった。 

 

・車両申請について 

トーナメント大会のため、試合に負けてしまった場合、申請をしたが会場に入稿しない車両

があった。その際会場校より、負けチームの車両は申請する必要があるのか確認してほしい

と連絡が来た。 

→今回はその旨を負けチーム対象に公式 LINEで伝え、敗戦のため入稿予定がなくなった車
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両申請を取り消した。 

今後、トーナメント大会の場合は事前に会場校と、負けチーム車両を申請したままにしてお

いてよいか、それとも申請取消の確認が必要なのかを確認する。 

 

西日本大会の反省 

 

 

1.全体 

 

○課題点 

 

・YouTube配信の告知を行うために写真を使用した選手が出場していなかった。 

 →A・Bチームで分かれているチームなどを中心に出場選手を把握する。 

 

・YouTube配信の際、得点タイマーのネームプレートをうまく表示できないときが

あった。 

 →トラブル対応を全員が把握しておく。 

 

・カメラの部品を発送し忘れたため、写真を撮影する日が一日減ってしまった 

 →引継ぎの際、発送物の確認をする。 

  

・HP更新後のメールや line の連絡が遅くなってしまった。 

 →優先順位をつけて作業を行う。 

 

・SNSで速報を行う際に大学名を間違えることがあった。 

 →確認の徹底を行う。 

 

・タイムスケジュールがエキシビションマッチを含んだものと含まないものがあ

り、どちらを HP に掲載するのかという話し合いがないまま掲載してしまった。 

 →どちらのタイムスケジュールを使用するのかを大会を通して統一すること、

エキシビションマッチのものを使用可否を確認する必要があった。 
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○課題点 

 

・会場に審判 ID,貼り紙がない 

発送しわすれていた。 

→審判部が会場にいないこともあるので、他部署でも分かる発送リストを作成し、確認する。 

 

 

・帯同審判について 

帯同審判が体調不良で会場に来ることが難しくなり、同チームの代替の方が来たがウェア

を持っていなかった。会場でその旨を聞いたため、代替の方に新しいウェアを渡すことにな

った。 

→審判を吹くことができなくなってしまった際には、早急に連盟に報告してもらう。帯同審
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判の基準を新たに作成する。 

 

 

 

 

 

 

〇収入報告 

【チーム参加費】 

参加費 @20,000 

参加チーム数 35チーム 

参加費 35×@20,000 = 700,000 

合計 700,000円 

【パンフレット】 

チーム一括売上：一括購入金額@600×冊数 328冊 

 合計 196,800円 

一般パンフレット売上：一般パンフレット販売金額@800×冊数 30冊 

 合計 24,000円 

WEB一般売上：WEB販売金額@1,000×冊数 14冊 

合計 14,000円 

パンフレット売上計 234,800 円 

【勝ち上がり金】 

勝ち上がり金 @2,000 

勝ち上がり金回収試合数 27試合 

勝ち上がり金 27 ×@2,000 =  54,000 

合計 54,000円 

【全体収入】 

988,800円 

 

○課題点 

・全関西、リーグ戦に比べて、一般のパンフレット販売数が少なかった 

 観客席に近い場所での販売を行う 

 パンフレットの会場販売告知を SNSなどを利用して行う 

・チーム販売の際、棄権チームへのパンフレット販売の基準が曖昧になっていた 

 棄権の場合、期間ごとに購入をさせるか、させないかの線引きをはっきりさせる 

○改善できた点 

・部署費の回収がスムーズに行えていた 
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